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クルマ開発の歴史

ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み

これからの自動車産業・クルマの可能性について
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１． ヒューマンコネクティッド ／ ２． コネクティッドの広がり ／ ３. カーボンニュートラルへの貢献

１． トヨタの手の内化の考え方 ／ ２． CASEに対する挑み方

１. サステイナブル＆プラクティカルなクルマづくり ／ ２. ソフトウェアの開発体制 ／
３. クルマの可能性について



クルマ開発の歴史1 １. トヨタの手の内化の考え方

時代の社会課題を乗り越えクルマは進化



クルマ開発の歴史1 １. トヨタの手の内化の考え方

燃費性能、安全性能、快適性が向上
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クルマ開発の歴史1 １. トヨタの手の内化の考え方

1台あたりのECU*は50個、半導体は1,000個に及ぶ



手の内化とは...

先ずは自らやってみて、原理原則を理解すること

現場で改善を繰り返し、競争力を高めること



半導体設備の製作様々な生産設備

クルマ開発の歴史1
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１. トヨタの手の内化の考え方
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クルマ開発の歴史1 １. トヨタの手の内化の考え方



クルマ開発の歴史1 １. トヨタの手の内化の考え方



クルマ開発の歴史1 2. CASEに対する挑み方

音声 メール
Web 動画
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大容量・超高速



1 2. CASEに対する挑み方クルマ開発の歴史
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ソフトウェアやコネクティッドも手の内化を進める

2. CASEに対する挑み方クルマ開発の歴史



クルマ開発の歴史

ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み

これからの自動車産業・クルマの可能性について

1

2

3

１． ヒューマンコネクティッド ／ ２． コネクティッドの広がり ／ ３. カーボンニュートラルへの貢献

１． トヨタの手の内化の考え方 ／ ２． CASEに対する挑み方

１. サステイナブル＆プラクティカルなクルマづくり ／ ２. ソフトウェアの開発体制 ／
３. クルマの可能性について



ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み2 1. ヒューマンコネクティッド

人中心の発想 “ヒューマンコネクティッド”

ヒトの移動 モノの移動

コトの移動



お客様とのあらゆる接点を大切にし、自社でサービスを構築

コールセンター

トヨタスマートセンター（TSC）

グローバル通信プラットフォーム

ビッグデータ
（TBDC）

車載ソフトの
OTA更新

個人/機器認証
テレマティクスサービス
(地図更新・ｴｰｼﾞｪﾝﾄ等)

ビッグデータ活用
(CRM・品質管理)

オペレーター
サービス

モビリティサービスプラットフォーム（MSPF）

テレマティクス保険 フレキシブルリース 車両情報 運行情報

API (車両管理、運行管理、認証機能、決済機能 etc.)

サービス事業者

Smart Key Box/
TransLog

2 ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み 1. ヒューマンコネクティッド

保険会社 ライドシェア カーシェア レンタカー タクシー ロジスティクス リテール 宿泊・飲食
官公庁

オリパラ等



AMMS（運行管理センター）

①停留所で待つお客様が増える

②リアルタイムで追加の車両を投入

緊急時には遠隔での車両停止/復帰が可能

③運行間隔の
バラツキを防止

異常発生時は自動で車庫に回送

代替車両を即座に投入

2

究極の“ジャスト・イン・タイム・モビリティ”を目指し、「必要な時に、必要な場所へ、必要な台数だけ」e-Paletteを配車

トヨタ生産方式（TPS）に基づく運行管理システム

ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み 1. ヒューマンコネクティッド



モビリティサービス・プラットフォーム（MSPF）

遠隔監視、車両管理、運行管理、認証機能、決済機能 etc.

車両情報 運行情報

ロボタクシー 商用車 物流

2 ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み 1. ヒューマンコネクティッド



2 2. トヨタのコネクティッド

お客様情報、クルマ情報の

収集・利活用

ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み



新型NXでマルチメディアシステム・コネクティッドサービスを

4年ぶりにフルモデルチェンジ



2 ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み 2. コネクティッドの広がり
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2 2. コネクティッドの広がりソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み

地域別のニーズ



2 3. カーボンニュートラルへの貢献ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み



走行時間におけるエンジン停止の割合

2 3. カーボンニュートラルへの貢献
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ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み



走行環境を踏まえてBEVに切替
（先読みエコドライブ）

ゼロエミッション規制都市での走行対応
（ジオフェンス技術）

省エネ化 社会とクルマの協調

BEV走行

HEV走行

HEV走行

2 3. カーボンニュートラルへの貢献

山岳部市街地
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走行負荷を先読み

加速のため
HEV走行

Start&Stop
が多いため
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残距離を
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登坂のため
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回生
充電

ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み



2 3. カーボンニュートラルへの貢献ソフトウェア・コネクティッドのトヨタの取り組み

適切なメンテナンスで長寿命化
（クルマのカルテ）

Recycle

Reuse

Reduce
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サステイナブル＆プラクティカルなクルマづくりとは

クルマの新たな価値を

あらゆるお客様に「量産」という手段でお届けすること



16これからの自動車産業・クルマの可能性について３ １. サステイナブル＆プラクティカルなクルマづくり

リアルなクルマづくりに

コネクティッドの情報とソフトウェアの力を足し合わせる



日本

北米

欧州 中国

東南アジア

ソフトウェア開発

16３ 2. ソフトウェアの開発体制

グローバルなソフトウェア開発チーム

これからの自動車産業・クルマの可能性について



ハードウェア分離レイヤー (HAL) 

自動運転

プログラム可能な アプリ向けインターフェイス(API) Areneツール
(シミュレーション環境)

Arene OS ( Operating System )

インフォ
テイメント

新機能 ・ サービス ・ 付加価値

バーチャルリアル

その他の
アプリケーション

３ 162. ソフトウェアの開発体制これからの自動車産業・クルマの可能性について



Woven Planetで開発を進めている

ソフトウェアプラットフォームAreneを活用し

お客様に新たな価値を提供していきます



物流悪路走行

交通弱者支援 人命救助

情報との連携

16３ 3. クルマの可能性についてこれからの自動車産業・クルマの可能性について



技術
テクノロジー

革新
イノベーション

３ 163. クルマの可能性についてこれからの自動車産業・クルマの可能性について



トヨタが目指すのは「幸せの量産」

リアルなクルマとソフトウェアの力とを掛け合わせ

モビリティで「全ての人に移動の自由」と「感動体験」を提供



社会の発展に貢献

クルマづくりの枠を超え、

街づくりや社会全体のプラットフォームづくりにも関わっていく


